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広報によど川 2月号 《6》

ま ち の 話 題

12月20・21日  高知の野菜や特産品などを産地

直送で販売している大阪府吹田市の「とさ千里」

で、てっぺんそば組合（鎌倉一一会長）による

手打ちそばの実演販売や池川茶業組合（竹村憲

太郎組合長）のお茶の試飲販売のほか、町の特

産品の販売が行われました。

　そば組合では、そばを利用して地域活性化に

一役買おうと「食文化の伝承」をモットーに10

年前に結成、イベントなどで実演販売を行って

います。標高千㍍でも栽培できることから名付

けられた秋そばで、小粒ながら絶品と称される

健康食です。

　２日間、そばを打ち続けた片岡成果副会長は

「思った以上のお客さんの反応で自信を持った」

と満足そうに話していました。　

　また秋葉のいりもち、フードプランの豆腐（水

と豆のちから）も販売され「大阪にいりもちは

ないけれど、おいしい」「豆腐は濃厚」「お茶

の香りがたまらん。古里を思い出す」など、買

い物客の評価は上々。

 「とさ千里」の小山登社長は「今後、仁淀川町

の豆腐やいりもちなどを試食販売し、本格的に

販売を始めたい」と話していました。

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
車
い
す
寄
贈

大阪「とさ千里」大阪「とさ千里」で手打ちそば披露手打ちそば披露大阪「とさ千里」で手打ちそば披露

思いやりの心を育てよう思いやりの心を育てよう
「人権の花」運動

てっぺんそば組合と池川茶業組合の皆さん。
宿毛産マグロの解体販売の方と記念撮影

長者小には坂本直子人権擁護委員から
花の苗が贈られました（12月21日）

仁淀中生徒会の皆さんと大石副町長

町特産品の販売も

　「人権の花」運動は、主に小学生を
対象とした全国的な人権啓発運動で
す。花を育てることによって、思いや
りの心をはぐくんでもらおうと、昭和
57年度から実施されているもので、人
権擁護委員が学校を訪問し、花の苗な
どを贈呈しています。
　本年度、町内では3校がこの運動に指
定されています。池川・長者・大崎小
学校には、それぞれの地区の人権擁護
委員から苗などが贈られており、きれ
いな花を咲かせています。

12
月
25
日
　
仁
淀
中
学
校
生

徒
会
か
ら
仁
淀
総
合
支
所
に

車
い
す
一
台
が
寄
贈
さ
れ
、

車
い
す
を
備
え
付
け
て
お
く

仁
淀
多
目
的
研
修
集
会
施
設

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
仁
淀
中
生
徒
会
で
は
、
平

成
十
年
か
ら
ア
ル
ミ
缶
の
回

収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

八
百
㌔
で
車
い
す
一
台
と
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ま
で
に
二
台
を
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
せ
い
ら
ん
荘
に

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
が
、
徐
々
に
協
力
の

輪
が
地
域
に
広
が
り
、
学
校

に
届
け
ら
れ
る
ア
ル
ミ
缶
も

年
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
八

百
㌔
と
い
う
目
標
の
量
に
達

成
す
る
ま
で
の
期
間
も
短
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
生
徒
会
役
員
は

「
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
方

の
役
に
立
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に

対
し
大
石
弘
秋
副
町
長
は

「
大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
気

持
ち
が
、
地
域
の
方
々
に
伝

わ
る
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

仁淀中から広がる協力の輪
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ま ち の 話 題

大阪「とさ千里」で手打ちそば披露

有毒ガスに対応する防護服でのデモンストレーション

防
火
の
決
意
新
た

　
　
町
消
防
団
出
初
式
に
240
人

平成20年中の火災・救急・救助出動状況〈高吾北消防本部〉

１
月
25
日
　
町
消
防
団
の
出
初
式
が
、

藤
原
芳
男
団
長
以
下
約
二
百
四
十
人

の
団
員
が
参
加
し
て
、
仁
淀
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
階
級
異
動
の
あ
っ
た
団
員

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
次
に
平
成
二

十
年
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域
に

お
い
て
火
災
が
一
件
も
な
か
っ
た
十

二
分
団
に
対
し
、
日
ご
ろ
の
防
火
啓

発
活
動
に
敬
意
を
表
し
、
無
火
災
報

奨
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
分
た

ち
の
地
域
を
自
ら
守
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る
久
喜
自

主
消
防
団
に
対
し
て
は
謝
礼
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
服
装
お
よ
び
機
械
器
具

点
検
、
分
列
行
進
な
ど
を
行
い
、
今

年
一
年
の
無
火
災
を
祈
念
し
つ
つ
防

火
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
式
典
終
了
後
、
昨
年
全
国
的
に
多

く
見
ら
れ
た
硫
化
水
素
を
用
い
た
自

殺
で
、
有
毒
ガ
ス
に
よ
る
二
次
被
害

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
高
吾

北
消
防
本
部
に
配
備
さ
れ
て
い
る
防

護
服
を
着
用
し
て
の
対
応
方
法
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
万
一
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生
が
疑
わ

れ
る
よ
う
な
状
況
に
遭
っ
た
場
合
は
、

む
や
み
に
近
づ
か
ず
、
消
防
署
員
の

到
着
を
待
つ
な
ど
の
注
意
が
徹
底
さ

れ
ま
し
た
。

無
火
災
報
奨
（
十
二
分
団
）

大
崎
・
名
野
川
・
中
津
・
池
川
・

用
居
・
狩
山
・
安
居
・
森
・

泉
川
・
高
瀬
・
沢
渡
・
別
枝

　高吾北消防本部では、平成20年中の火災・救急・

救助出動状況をまとめました。

〈火災概況〉　件数・損害額とも減少

　火災件数は前年より８件減少し過去２番目に少な

い件数に、損害額も前年の20分の１と過去最も少

ない額となっています。（表１）

　火災の原因はたき火関係が８件で最も多く、子ど

もの火遊び、たばこの不始末、燃えている物の不始

末、風呂のたき口からの飛び火がそれぞれ１件、原

因が特定できなかったものが２件ありました。

〈救急出場状況〉　即応しきれないケースも

　救急出場件数、搬送人員とも前年より減少してい

ます。（表２）

　しかし、高知市内などの高次医療機関への搬送人

員が全体の約６割を占めており、２台の救急車が出

場中にも救急要請が入るなど、即応しきれないケー

スも目立っています。

〈救助出動状況〉　大半は交通事故

　救助出動件数は前年より９件減少しています。

（表３）

　交通事故

の出動が22

件と大半を

占めていま

す。
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モ
ニ
カ
先
生

ク
リ
ス
マ
ス
！

仁
淀
川
町
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
こ
れ
か
ら
！

バ
イ
オ
マ
ス
実
験
事
業

　仁淀川町の取り組む『仁淀川流域エネル

ギー自給システムの構築』（通称バイオマ

ス実験事業）は林地残材を活用し、発電や

ペレット燃料を作り、流域の施設でエネル

ギーを使い切るという「エネルギーの地産

地消」ができる仕組みづくりを行っていま

す。今回は仁淀川町の今後のバイオマスに

対する取り組みについてお話しします。

環境対策の分野で森林に新たな商業価値が

生まれつつある

仁淀川町の森林資源とバイオマス

　
我
が
国
の
林
業
は
、
安

価
な
外
国
産
材
と
の
競

合
に
よ
る
材
価
の
低
迷
に

よ
り
、そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
は
決
し
て
良
好
な

条
件
に
あ
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、
近

年
の
中
国
の
経
済
成
長

に
よ
り
世
界
規
模
で
の
木

材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
変

化
し
、
我
が
国
の
木
材
価

値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
の
憶
測
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、
環
境
面
に
優
れ
、

高
騰
す
る
化
石
燃
料
に
変
わ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
林
地
残

材
な
ど
を
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
や
、
更
に
は
高
知
県
が

先
進
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
認
証
制
度
や
、

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
話
題
と
な
っ

た
排
出
権
取
引
な
ど
、
環
境
対

策
の
分
野
で
森
林
に
商
業
的
価

値
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
仁

淀
川
町
で
は
豊
富
な
森
林
資
源

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

が
林
業
活
性
化
の
大
き
な
き
っ

か
け
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
実
験
事
業
終
了

後
の
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
自
立
し
た

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
、森
林
整

備
の
推
進
と
同
時
に
林
地
残
材

の
受
け
入
れ
量
の
増
加
を
図
り
、

林
業
収
入
の
増
加
と
健
全
な
森

林
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
林
地
残
材

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
病
院
や
福
祉
施
設
、

農
業
用
施
設
な
ど
へ
の
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
、
家
庭

用
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及

促
進
な
ど
需
要
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。や
が
て
は
需
要
と

供
給
量
を
拡
大
し
、
製
造
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
は
関
連
す
る
産
業
へ
の

新
た
な
雇
用
へ
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
促

進
さ
せ
る
た
め
一
番
大
切
な

こ
と
は
「
住
民
参
加
と
取
り

組
ん
で
き
た
経
験
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
約
四
年
前
に

実
験
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、

い
く
つ
か
の
改
善
を
行
っ
て
き

た
仁
淀
川
町
は
、
全
国
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
施
設
や
実
験

事
業
の
対
象
エ
リ
ア
で
見
れ

ば
決
し
て
大
規
模
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

こ
と
は
大
き
な
利
点
で
あ
り
、

地
域
の
一
人
一
人
の
取
り
組

み
が
事
業
に
大
き
く
反
映
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
地
域
住
民

の
参
加
や
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
少
し
ず
つ
地
域
に
根

ざ
し
、
ま
た
将
来
的
に
は
仁

淀
川
町
の
地
域
活
性
化
の
一

翼
を
担
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バイオマス豆知識

『排出権取引』
 『排出権取引』とは、国や企業ごとに温室

効果ガスの排出枠を定め、排出枠が余った

国や企業と、排出枠を超えて排出してしま

った国や企業との間で取引する制度です。
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モ
ニ
カ
先
生

モ
ニ
カ
先
生
と
ク
リ
ス
マ
ス
！

ク
リ
ス
マ
ス
！

モ
ニ
カ
先
生
と
ク
リ
ス
マ
ス
！

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　仁淀川町にＡＬＴ（外国語指導助手）のモ

ニカ先生が赴任して、３度目の冬になりまし

た。お菓子作りが大好きなモニカ先生は、２

学期最後の授業で、クリスマスを待つアメリ

カの家庭の習慣を、楽しいレッスンにして子

どもたちに紹介してくれました。

　小学校では子どもたちの成長に合わせ学年

によって活動に変化をもたせ、クッキーやカ

ップケーキのサンタクロース、ポップコーン

の雪だるま作りに挑戦しました。

　中学校では３年生がジンジャーブレッドハ

ウス（お菓子の家）作りに熱中し、卒業を控

え楽しい思い出ができたようです。飾り用に

使った材料はすべてお菓子で、中にはモニカ

先生のお母さんがアメリカから送ってくれ

た、色鮮やかなアメや砂糖もあり「こんなん

見たことない！」「これも食べれるが？」と

驚きと期待いっぱいの声があがっていまし

た。できあがった色とりどりの傑作は廊下や

教室に展示し、放課後家に持ち帰るまでの

間、校内で鑑賞してもらいました。

　モニカ先生の説明や指示はもちろん英語で

す。上手に聞き取り内容を理解した子どもた

ちは、まず見本と材料を見ながら想像を膨ら

ませました。それは「オリジナル（自分だけ

のもの）を大事にしてね」と言ったモニカ先

生の声をしっかり受け止め、「考える」大事

な時間です。何かを作りながら英語の表現や

他国の文化に触れるのは、大人にも子どもに

も貴重な体験ですね。一緒に参加してくださ

った先生方ありがとうございました。

と
っ
て
も
上
手
に
で
き
た
ん
だ
よ
〜

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
お
よ
び

生
徒
に
対
し
、
平
成
二
十
一
年
度
仁
淀
川
町
奨
学
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

１
・
資
　
格

　
仁
淀
川
町
に
二
年
以
上
住
所
を
有
し
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
者
の
子
で
次
の
条
件
を
満
た
す
者

・
品
行
方
正
に
し
て
勉
学
意
欲
旺
盛
で
学
資
支
弁
の

困
難
な
者

・
高
等
学
校
（
通
信
制
除
く
）
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
（
大
学
院
、
短
期
大
学
含
む
）
、
専
修
学
校

に
籍
を
置
く
者

２
・
貸
与
額

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
在
籍

す
る
者
　
　
　
　
　
　
一
カ
月
二
万
五
千
円
以
内

②
大
学
に
在
籍
す
る
者
　
一
カ
月
三
万
七
千
円
以
内

３
・
返
　
還

　
卒
業
後
、
満
一
カ
年
を
経
過
し
た
月
か
ら
毎
月
そ

の
借
受
金
と
同
額
を
返
済
す
る
。
た
だ
し
、
本
人
の

便
宜
上
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
繰
り
上
げ
て

返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る

４
・
申
請
締
め
切
り
（
貸
与
願
、
成
績
証
明
書
提
出
）

　
四
月
十
七
日
（
金
）

 

（
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育
事
務
所
必
着
）

５
・
そ
の
他

　
保
証
人
が
二
人
必
要
（
一
人
は
父
母
ま
た
は
親
族

縁
故
者
、
一
人
は
町
内
の
者
）

問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
　
　
３
５
・
０
０
１
９

仁
淀
川
町
奨
学
資
金
を

　
　
　
　
貸
し
付
け
ま
す

惑星からの電波放射の謎を探る（一般向け講演会）

講師　京都大学生存圏研究所

　　　教授（工学博士）橋本弘蔵氏

日時　２月14日（土）

　　　午前10時30分～正午

場所　中央公民館３階会議室

 「地球電磁気・地球惑星圏学会　第115回生存圏シン

ポジウム・波動分科会」が吾川木星電波観測所（しも

なの郷）で２月14・15日に開催されるのにあたり、橋

本弘蔵教授の一般向け講演を行います。
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生
活
の
な
い
と
こ
ろ
で

ま
つ
り
は
で
き
な
い

物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら

ま
つ
り
が
身
に
つ
く

　
吉
岡
さ
ん
は
沢
渡
生
ま
れ
。

「
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
『
な

ら
し
（
太
刀
踊
り
や
鳥
毛
の
練

習
）
』
を
見
て
い
ま
し
た
。
た

き
火
に
あ
た
り
な
が
ら
、
先
輩

た
ち
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、

自
然
に
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
き
、

体
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返

る
吉
岡
さ
ん
。
中
学
二
年
生
で

高
知
市
に
引
っ
越
す
ま
で
、
太

刀
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。

四
代
目
会
長

　
昭
和
四
十
一
年
に
発
足
し
た

保
存
会
の
初
代
会
長
は
吉
岡
さ

ん
の
父
、
重
忠
さ
ん
。

　
ま
つ
り
の
保
存
活
動
と
し

て
、
記
録
映
画
、
冊
子
な
ど
を

作
る
の
に
吉
岡
さ
ん
も
か
か
わ

り
ま
し
た
。

　
平
成
十
六
年
に
四
代
目
の
会

長
に
就
任
。
「
仕
事
も
や
め
て

い
た
の
で
広
報
担
当
く
ら
い
は

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
副
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
会
長
に

…
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

や
ら
ん
と
い
か
ん
こ
と
が

あ
り
過
ぎ
て
…

　
ま
つ
り
ま
で
あ
と
三
週
間
余

り
。
「
や
ら
ん
と
い
か
ん
こ
と

が
あ
り
過
ぎ
て
、
大
変
で
す
。

各
組
（
霧
之
窪
・
本
村
・
沢

渡
）
を
回
り
『
な
ら
し
』
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
を
見
た

り
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
依
頼

し
て
回
っ
た
り
。
報
道
関
係
の

対
応
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
多

忙
を
極
め
る
吉
岡
さ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
五
年
、
十
年
と

連
続
し
て
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
表
彰
す
る
た
め
の
準

備
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

初
の
三
組
合
同
「
な
ら
し
」

　
一
月
三
十
一
日
に
別
府
小
学

校
で
三
組
合
同
の
「
な
ら
し
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
別
府

小
の
児
童
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
、
孫
が
ど
ん
な
練
習
を
し

て
い
る
の
か
を
見
て
も
ら
い
た

い
、
ま
た
、
よ
り
一
層
地
域
の

秋葉神社祭礼練り保存会会長

高知市在住　67歳

よ し  お か  さ と  つ ぐ

吉岡郷継さん

二
月
十
一
日
の
秋
葉
ま
つ
り
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
別
枝
の
里
は
、
一
年
中
で
一
番
活
気
に
あ
ふ
れ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

土
佐
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
秋
葉
ま
つ
り
。

準
備
や
Ｐ
Ｒ
に
奔
走
さ
れ
て
い
る
、
秋
葉
神
社
祭
礼
練
り
保
存
会
会
長
の
吉
岡
郷
継
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

各組の「ならし」を回り、打ち合わせに余念のない吉岡さん
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人
た
ち
に
、
ま
つ
り
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
初
め
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
見

て
も
ら
い
た
い
。
笛
や
太
鼓
の

音
を
聞
き
、
体
に
リ
ズ
ム
が
入

っ
て
く
る
、
自
然
に
体
が
動

く
、
と
い
っ
た
感
覚
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
吉
岡
さ
ん

も
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

山
里
で
や
る
か
ら
本
当
の

ま
つ
り

　
旧
暦
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ

て
い
た
ま
つ
り
を
、
平
成
六
年

か
ら
二
月
十
一
日
に
固
定
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
参
拝
客
、

見
物
客
が
大
幅
に
増
え
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
は
大
型
バ
ス
五
十
台
が

来
た
と
の
こ
と
。
大
勢
の
人
を

引
き
つ
け
る
ま
つ
り
の
魅
力
と

は
？

　
「
何
回
も
ま
つ
り
に
来
て
く

れ
る
人
た
ち
は
『
昔
か
ら
変
わ

ら
ず
、
こ
の
土
地
で
や
っ
て
い

る
の
が
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
土

地
の
方
々
と
触
れ
合
う
感
覚
が

あ
る
。
土
地
の
方
と
顔
見
知
り

に
な
り
、
生
活
が
垣
間
見
え

る
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
が
魅
力
で
し
ょ

う
か
」
と
語
る
吉
岡
さ
ん
。

　
さ
ら
に
「
人
家
が
な
い
所
で

や
る
の
は
、
ま
つ
り
で
は
な

い
。
山
里
で
や
る
か
ら
本
当
の

ま
つ
り
。
『
山
里
』
が
単
な
る

『
山
』
に
な
っ
て
は
何
に
も
な

ら
な
い
。
そ
こ
に
生
活
が
な
い

と
い
け
な
い
」
と
、
地
域
の
人

口
減
少
、
集
落
存
続
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
訴

え
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
本
番
に
向
け
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
大

勢
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
取
材
・
一
月
十
八
日
）

女の子も出番です！
ち
ご
の
ま
い

　
ま
つ
り
の
練
り
が
練
り
歩
く
時
間
に
、
秋
葉
神
社
で
は

「
稚
児
舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
舞
う
の
は
、別
府
小
学
校
の
掛
水
真
帆
さ
ん
（
五

年
）
、
片
岡
杏
菜
さ
ん

（
五
年
）
、
藤
原
万
弓
さ

ん
（
四
年
）
、
掛
水
涼
香

さ
ん
（
三
年
）
、
片
岡
瑞

穂
さ
ん
（
二
年
）
と
名
野

川
小
学
校
の
掛
水
咲
良

さ
ん
（
三
年
）
の
六
人
。

週
に
一
度
、掛
水
笑
子
さ

ん
（
森
山
）
の
指
導
で
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
当
日
、
舞
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
二
時
ご
ろ

ま
で
。
巫
女
の
衣
装
を

身
に
着
け
、
優
雅
な
舞

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

真
剣
に
練
習
に
励
む
小
学
生

　長さ約6.5㍍の毛やり（鳥毛）を投げ
合う「鳥毛ひねり」は、まつりの花形。
　今年の沢渡組の鳥毛役は岸本憲明さ
ん(26)＝写真右＝、将良さん(24)ご兄
弟です。
　憲明さんは今回で4年目。将良さんは
初めて大役に挑戦します。
　ご兄弟で取り組むことについては「気
兼ねせずに何でも言い合えるのでやり
やすい」。お兄さんから弟さんへのア
ドバイスは「練習あるのみ！」
　寒い中、汗だくになって練習に励ん
でいるお二人。本番が楽しみです。

兄弟で鳥毛役

秋葉まつり本番間近

　今年は１月10日から、ならしが始ま
りました。初日から雪が舞うなど、厳
しい寒さの中で、太刀踊りに参加する
小学生は、大先輩方から手取り足取り
の指導を受け、一生懸命練習に励んで
います。

大先輩からの指導を受けて…

本村組のならし




